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イネは土壌からダイオキシン類を吸収しない

大谷 卓化学環境部ダイオキシンチーム

はじめに

ダイオキシン類は、廃棄物などを燃やす過程

で発生するほか、過去に製造された一部の農薬

に不純物として含まれていたこともあり、様々

な経路で農耕地に混入してきた。ダイオキシン

類は物理・化学・生物的に極めて安定で、熱や

酸・アルカリ、微生物等によって容易に分解さ

れない。そのため、ひとたび混入したものは土

壌中で長期にわたって蓄積される。このような

農耕地で作物を栽培した場合、ダイオキシン類

の農作物汚染が懸念されるが、その軽減対策を

進める上で作物への汚染経路を明らかにするこ

とが必要である。そこで、ダイオキシン類の組

成および濃度が異なる土壌でイネの栽培実験を

行い、土壌およびイネ各部位における濃度分布

や組成を比較することにより、イネにおけるダ

イオキシン類の主要な汚染経路について検討し

た。

栽培土壌中のダイオキシン類とイネのダイ

オキシン類の関係は？

蓄積しているダイオキシン類の種類（異性体

） （ ）組成 が著しく異なる二種類の土壌 図 下段1

を用いて、ガラス室内でイネを栽培した。

Ａ土壌はダイオキシン類濃度が 乾土で、七、八塩化ジベンゾ－パラ－ジオキシン2100 pg-TEQ/g
（ ， 、および六～八塩化ジベンゾフラン（ ， ， ）が多く、 土壌HpCDD OCDD HxCDF HpCDF OCDF B）

はダイオキシン類濃度が 乾土で、四、八塩化ジベンゾ－パラ－ジオキシン（ ，36 pg-TEQ/g TeCDD
）がその大部分を占めた．なお、 （毒性当量）は （毒性等価係数）により各OCDD TEQ WHO-TEF

異性体の毒性に応じて 濃度に換算し、その合計で表したものである。2,3,7,8-TeCDD

図１ 栽培土壌およびイネ体各部位のダイオキシン類異性体組成

 

ダイオキシン類異性体（番号は右表の異性体番号に対応） 

1 1368-TeCDD
2 1379-TeCDD 
3 2378-TeCDD 
4 12378-PeCDD 
5 123478-HxCDD 
6 123678-HxCDD 
7 123789-HxCDD 
8 1234678-HpCDD
9 OCDD 
10 1368-TeCDF 
11 2378-TeCDF 
12 12378-PeCDF 
13 23478-PeCDF 
14 123478-HxCDF 
15 123678-HxCDF 
16 123789-HxCDF 
17 234678-HxCDF 
18 1234678-HpCDF
19 1234789-HpCDF
20 OCDF 
21 33`44`-TeCB 
22 344`5-TeCB 
23 33`44`5-PeCB 
24 33`44`55`-HxCB
25 233`44`-PeCB 
26 2344`5-PeCB 
27 23`44`5-PeCB 
28 2`344`5-PeCB 
29 233`44`5-HxCB 
30 233`44`5`-HxCB
31 23`44`55`-HxCB
32 233`44`55`-HpCB
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イネを完熟期に収穫し、イネ体のダイオキシ

ン類を分析した。その結果、葉およびモミガラ

、 、中のダイオキシン類の濃度と異性体組成は A

いずれの土壌で栽培した場合においてもほぼB

同じであり、栽培土壌の違いは反映されなかっ

た（図 、上中段 。また、イネ体から検出さ1 ）

れるダイオキシン類は、土壌中にほとんど存在

せず、大気中にガス態として多く存在するコプ

ラナーポリ塩化ビフェニルが主体だった。

イネのどの部位からダイオキシン類が検出

されるか？

120汚染土壌を加えてダイオキシン類濃度を

乾土に調製した土壌を用いガラス室pg-TEQ/g

内で栽培したイネを完熟期に収穫し、各部位別

のダイオキシン類を分析した。その結果、イネ

体のダイオキシン類濃度は、葉＞モミガラ＞茎

＞玄米の順になり、大気にさらされている部位

ほど濃度が高い傾向となった。モミガラに被覆

されているため大気の影響を受けない玄米で

は ダイオキシン類は非常に低い濃度だった 図、 （

。2）

また、分けつ最盛期に採取した維管束液中の

ダイオキシン類濃度は検出限界値以下（＜

） 。 、0.0001 pg-TEQ / mL であった このことから

根から地上部へと蒸散流とともに移行するダイ

オキシン類はないか、あったとしても極めて少

ないと言える。

作物から検出されるダイオキシン類の起源

と今後の予測

今回得られた結果から、イネはダイオキシン

類を土壌からほとんど吸収せず、イネ体から検

出されるダイオキシン類の主な汚染源は大気で

あると判断された。今までに、一部のウリ科作

物で根からダイオキシン類を吸収する可能性が

指摘されているが、多くの研究報告から、大部

分の作物では土壌からダイオキシン類をほとん

ど吸収しないと考えられている。したがって、

異なる栽培環境で生育した作物体のダイオキシ

ン類汚染は、栽培土壌との関係ではなく、暴露

大気中のダイオキシン類との関係から解析する

ことが適当である。わが国では、様々な規制強

化によりダイオキシン類の排出量は年々減少し

、 、ており 大気中の濃度も減少していることから

作物中のダイオキシン類濃度も今後減少してい

くことが予想される。

 
茎： 0.045 pg-TEQ/g wet 

モミガラ： 0.38 pg-TEQ/g wet 

玄米： 0.0011 pg-TEQ/g wet 

土壌： 120 pg-TEQ/g dry

< 0.0001 pg-TEQ/mL 

葉： 4.1 pg-TEQ /g wet 

維管束液： 

図２ イネ体各部位におけるダイオキシン類濃度

わが国におけるダイオキシン類の耐容一日摂取量（ ：その量までは人が生涯にわたり摂TDI
取しても健康影響が現れないと判断される１日体重 あたりの摂取量）は と設定1kg 4 pg-TEQ
されている。


